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環境調査の概要と進捗
 目的や調査の種類

 調査の進捗
海底の流況モニタリングの概要
 海底の流況モニタリングの目的
 海底の流況モニタリングの方法

海底の流況モニタリング結果の概要
 事前調査井掘削海域（2022年）
 簡易生産実験海域（2023年）

本日の説明内容
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何を対象に環境調査を実施しているか？

1. 水環境

・生産水を放流する可能性のある
水環境の場の理解

表層海水の水質やプランクトン
等の自然変動等を調査

生産水を放流した場合の水質・
生物相の変化の検討

2. 海底環境

・掘削・廃坑時の掘り屑やセメ
ント等の被覆が生じる海底環境
の場の理解

海底の底質や底生生物等の自
然変動等を調査

セメント等が被覆した際の底
質・生物相の変化の検討

生産水の海洋放流？

海底面の変形？

メタン濃度の上昇？
（坑井周り・亀裂）

MH層

掘り屑・セメント等の発生

環境影響の想定 海洋生態系の概念

有機物の沈降
（マリンスノーなど）

動物プランクトン
の鉛直移動

微生物食物連鎖網

魚類等

底生生物
（ベントス）

底生微生物

光合成生態系

底層生態系

有機物等

有機物等

植物
プランクトン

動物
プランクトン

有機物等

光

有機物
栄養塩類
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どの様な環境調査に取り組んでいるか？

⚫ 事前調査井掘削・簡易生産実験海域での海底環境の調査

新規の海域の自然環境は どの様な状態か？

海域が違うと、自然環境にどの様な違いがあるか？

海域が違うと、環境変化がどれくらい違うか？

⚫ 黒潮大蛇行時の海産試験実施海域での水環境の調査

黒潮大蛇行によって、自然環境がどの様に変わるか？

⚫ 海産試験実施海域での海底環境の調査

過去の掘削・廃坑で生じた環境変化がどの程度継続するか？

2. 海底環境の調査

①海洋産出試験実施海域（第二渥美海丘周辺）

1. 水環境の調査

②事前調査井掘削・簡易生産実験実施海域（志摩半島沖・日向灘）

海洋産出試験実施海域（第二渥美海丘周辺）

日向灘

第二渥美海丘周辺

志摩半島沖
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どの様な環境調査に取り組んでいるか？

各調査の概略工程

FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024

環境調査

1. 水環境の調査

海産試験実施海域
（第二渥美海丘周辺）

黒潮大蛇行前
から継続実施

2. 海底環境の調査

①海産試験実施海域
（第二渥美海丘周辺）

第1回海産試験
後から継続実施

②事前調査井掘削・
簡易生産実験実施海域
（日向灘・志摩海脚）

イベント
簡易生産実験
（志摩海脚）

事前調査井掘削
（志摩海脚）

ベースライン調査・小規模作業の影響確認

事前調査井掘削
（日向灘・遠州志摩）

海産試験の影響確認（第1回試験から約7年後）

冬季調査:1-2月 秋季調査:11月 夏季調査:7-8月 蛇行パターン別の特徴整理

既存情報の収集・整理

12-1月 10月

6-7月

日向灘：2坑井
志摩:3坑井

日向灘:1坑井
志摩:3坑井

日向灘:1坑井
志摩:3坑井 志摩:２坑井

１月

事後調査掘削
（志摩海脚）

12-1月 10月
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海底の流況モニタリング調査で何を見るか

①生産水の海洋排出*
②カッティングス（掘り屑）等の発生
③周辺地層からのメタン漏洩

上記項目の、海底近傍や海底へ
の影響を解析する数値モデル等の
基礎データを取得するため、海底
の流況モニタリングを実施している。

モニタリングのポイント

？

？

＊生産水排出は、鉱山保安法・環境関連法で定める基準に適合する必要がある。



7

海底の流況モニタリングの方法

ROV：Remotely Operated Vehicle

電磁流速計
（Infinity）

単層流速計
（Aquadopp）

多層流速計（ADCP）

調査イメージ
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海底の流況モニタリング（過去の調査結果）

・海産試験実施海域での過去に調査した
海底付近の流況観測の結果では、

海底付近の流況は、黒潮の流軸の
変動の影響を受けていると思われる

黒潮非大蛇行期 黒潮大蛇行期
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結果の紹介（流況データ）

・事前調査井掘削（2022年）前後に
調査した、海底の流況調査の結果

・簡易生産実験（2023年）前後に
調査した、海底の流況調査の結果

の一部を紹介します。

調査海域は右図の海域です。

志摩半島沖
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取得データの（例）ー海底上0.5mの流速観測結果ー

流向(°)

流速(cm/s)

流れの東西成分
                (cm/s)

流れの南北成分
                (cm/s)

水温（℃）

圧力（MPa）

流速ベクトル

偏角補正

データの回収と再設置
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志摩沖で調査期間中の黒潮流路の変化

オレンジ：As type
青 ：A type

小林ら（1986）の分類に基づく
黒潮流路の分類方法で、近年の
黒潮大蛇行の流路を分類した。

直近の黒潮大蛇行では、遠州・
熊野灘の海域環境に影響を与え
そうな、AsⅠ、Ⅱのタイプは、
今期の大蛇行の４０％以上で
あった。 事前調査井掘削 簡易生産実験海域

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ
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2022年の夏季の海底の流況と黒潮流軸の北縁部の変動

テンプレートてんぷれーとテンプレートてんぷれーと

流向

流速

7月 ８月 ９月 １０月

上旬：紺色、中旬：水色、下旬：赤
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2023年の夏季の海底の流況と黒潮流軸の北縁部の変動

7月６月 ８月 ９月

テンプレートてんぷれーとテンプレートてんぷれーと

流向

流速

上旬：紺色、中旬：水色、下旬：赤
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黒潮からの暖水渦の切離時の海底の流況

テンプレートてんぷれーとテンプレートてんぷれーと

2022年9月14日 2022年9月22日 2022年9月26日 2022年10月3日 2022年10月11日

黒潮流軸が紀伊半島に接岸しているときと同様の様子を示した。

暖水渦
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黒潮接岸時と離岸時の海底付近の流向別流速頻度分布

８月

2022年7月から8月中旬

50％
50％ 50％ 50％

2022年10月5日以降

流速(cm/s)

2023年6月 2023年7月7日～8月1日

25％ 25％25％25％

N N N N

上旬：紺色、中旬：水色、下旬：赤
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黒潮流路内側の冷水渦の移動により海底付近の流況が変化する

冷水渦

冷水渦は海底付近から
海面方向に立ち上がる

2022年10月2日

黒潮の流路が志摩沖から離岸し冷水渦が北に移動

2022年10月13日

水深400mの水温と流れ

2023年7月1日

冷水渦北縁分の流れの影響を受け
流向が定まり、流速が速くなっている。

上段：三重県水産研究所、関東・東海海況速報
下段：気象庁、海洋気象観測船による海洋・海上気象観測資料 JAXAひまわりモニタ：海中天気予報

2023年7月15日
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まとめ

• 海底の流況モニタリング
• ①志摩半島沖の海底の流況は、黒潮流路変動の影響を受けている。

• 志摩半島に黒潮流路北縁部が接岸傾向にあるときは、流速は小さく、流向は一定では
ない。

• 黒潮流路北縁部が志摩半島から離岸するときに、南西から西南西の比較的強い流れが
出現する。

• この比較的強い流れは、黒潮流路の志摩沖離岸により黒潮流路内側の冷水渦が志摩沖
に移動するため、その北縁部の影響をうけるためと思われる。

• 海底環境の調査
• ①海洋産出試験実施海域（第二渥美海丘周辺）

• 第1回海産試験後から、海産試験実施海域での海底環境の調査を継続して実施。
• 環境変化が継続していることを確認。今後、フォローアップ調査を実施し、回復状況
を確認する予定。

• ②事前調査井掘削・簡易生産実験実施海域（志摩半島沖・日向灘）
• 各作業前後にかけて、事前調査井掘削・簡易生産実験海域での海底環境の調査を実施。
• 新規の海域での底質や底生生物の分布等を整理中。各作業の影響データの解析中。
• 事前調査井掘削・簡易生産実験海域での海底環境の調査を継続して実施する予定。
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